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4-3. 地区住民懇談会の開催 
  
１）開催目的 

・地区の現状や住民意向を把握すること 

・将来の地区公共交通のあり方について住民自らが考える機会（きっかけ）をつくる 

 

２）開催実施概要 

・実施時期：平成 21年 11月 27日（金）～12月 4日（金） 

・開催時間：午後７時～午後８時３０分（１時間から１時間３０分程度） 

・実施単位：地区別（５地区）に各１回実施（実施会場は７会場） 

・配布資料：①「地域の公共交通を考える」 

      ②「アンケート調査結果概要」 

      ③「公共交通網図」  

・実施内容：①アンケート調査結果概要説明 

      ②配布資料説明 

      ③意見交換 

・周知方法：集落回覧チラシ及び告知放送 

 

表 4-5．住民懇談会開催状況 

 開催日・会場 地区名（対象集落） 参加人数 男性 女性 

１ 
１１月２７日（金） 
北中生活改善センター 

黒川俣地区 
（大沢・大毎・北中・北黒川・ 
荒川・中津原） 

32人 20人 12人 

２ 
１２月１日（火） 

寒川生活改善センター 
下海府地区 
（今川・脇川・寒川・芦谷・越沢） 

37人 25人 12人 

３ 
１２月１日（火） 

桑川生活改善センター 
下海府地区 
（浜新保・桑川・笹川・板貝） 

13人 10人 ３人 

４ 
１２月２日（水） 
小俣集落センター 

中俣地区 
（小俣・大代・雷） 

30人 13人 17人 

５ 
１２月２日（水） 

中継公民館 
中俣地区 
（中継・山熊田） 

９人 ８人 １人 

６ 
１２月４日（金） 
さんぽく会館 

大川谷地区 
（府屋地区ほか） 

６人 ５人 １人 

７ 
１２月４日（金） 
勝木・ゆり花会館 

八幡地区 
（勝木地区ほか） 

13人 11人 ２人 

計 140人 92人 48人 
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３）配布資料 

 ①「地域の公共交通を考える」 
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②「アンケート調査結果概要」 
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③「公共交通網図」 

 

 

バスサービスの無い
集落 

バスサービスの
無い地区 
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４）懇談会で出された主な課題、意見や住民ニーズ 

  

①新たな運行方法等の提案 

【運行方法の工夫について】 

 ＜意見・提案＞ 

・集落から駅、集落から病院、病院からスーパーなど要望に応じて運行する形がいい。[黒

川俣地区] 

・路線バスがほとんど乗っていないのであれば、朝夕は定時バス、その他の時間帯はデマン

ド交通にしたほうがよい。[黒川俣地区] 

・村上方面、府屋・鼠ヶ関方面の両方への交通ニーズがあるので、朝夕の通勤・通学時間帯

にはコニュニティバスを、それ以外の時間帯はデマンドタクシーを運行する方法がよい。

[下海府地区] 

・朝の通院・通学、昼中など 1日の時間帯に応じて移動するのがいい。[大川谷地区] 

・運行する便数が多く、JR への乗り継ぎが良ければ理想だが、予算もあることなので現実

的にはデマンドがいい。小型で便数を増やしたほうが利用できるし、経費も抑えられる。

[中俣地区] 

・地域にあった便乗型、乗合い型がよい。例えばスクールバスに便乗、徳洲会病院のデイケ

ア送迎バスに便乗できるとよい。[下海府地区] 

・新発田市のコミュニティバスは、通学、通院、福祉など様々な目的に合わせ利便もよく比

較的うまくいっている。 [黒川俣地区] 

・循環型のバスであれば高齢者が時間を合わせやすい。[中俣地区] 

・昔のように停留所でなくても、手を挙げたらバスが停まってほしい。[大川谷地区] 

・運行回数を多くして、予約制で効率化を図ればいい。何しろ日中時間帯の移動 

が不便である。[大川谷地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・車を運転しない人は医者や買い物も人に頼んでいて気兼ねがある。安く利用でき

るコミュニティバスを走らせてほしい。[下海府地区] 
 

 
 

【スクールバスの有効活用】 

 ＜意見・提案＞ 

・朝は路線バスの他にスクールバスが走っている。こんなに不経済なことはない。[中俣地区] 

・スクールバスと一般のバスを分けないほうが良い。無駄が多く、もったないと感じる。[大

川谷地区] 

・スクールバスも遊んでいる時間帯があるので有効活用してはどうか。[大川谷地区] 

・スクールバスに一般住民を乗せることはできないのか。区間限定(国道沿い最寄のバス停

まで出るだけ）でもよい。[黒川俣地区] 

・スクールバスとの乗り合いについては、不審者のこともあるので、子どもたちの安全性を

考え慎重に判断してほしい。[下海府地区] 
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【通学・買い物・通院など目的に特化した交通】 

 ＜意見・提案＞ 

・村上へ行く高校生の通学に小さいバスがあればいい。[大川谷地区] 

・買い物の為のバスは多様性があるし商店の利害関係もあるので難しい。[大川谷地区] 

・村上から府屋もしくは「山北支所」までバス運行してはどうか。病院は、府屋の青木医院、

徳洲会病院、村上病院、買い物は村上か府屋のエノモトが多い。買い物と通院に配慮した

バスを希望する。[下海府地区] 

・高齢者の通院は、送迎バスを運行している病院は問題ないが、庄内病院や村上病院へ便利

なバスがあると良い。[大川谷地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・病院は、どうしても具合が悪いときでもない限り一ヶ月に一回でも大丈夫だが、買い物は

週に一回しなければならない。地域にも商店はあるが必要なものが無いこともあり、送っ

てもらって府屋や鼠ヶ関に買い物に行く。買い物に便利なバスがあるといい。[下海府地区] 

・例えば 8 時 30 分頃出たら 9 時頃までに着くなど、住民の村上病院への通院等に合わせた

バス時間に設定してほしい。[下海府地区] 
 
 
 

【新たな路線の提案】 

＜現状課題＞ 

・中浜方面（山形方面）は、庄内交通のバス路線が無くなってからは大変そう。[大川谷地区] 

 ＜意見・提案＞ 

・村上から下海府までの路線を延長し勝木まで来るバスがあってもよい。[黒川俣地区] 

・勝木から雷へ行く路線を大代から峠を越えて中継へ結んではどうか。[黒川俣地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・山北から村上市街地へ、乗り継ぎがなく直通で行きたい。[黒川俣地区] 

・下海府地区は、ＪＲも本数が少ないので朝早い電車で行っても帰りが午後 2時過ぎで一日

かかる。大きなバスは要らないから村上方面へ行くバスがあるといい。[下海府地区] 

 

②特定の問題・課題 

【バス料金について】 

＜現状課題＞ 

・路線バスよりＪＲを使う一番の原因は料金が高いこと。本当は、自宅近くから乗り降りで

きるバスの方が便利だ。[黒川俣地区] 

＜意見・提案＞ 

・バス料金は高く感じない。自分で運転しないので、ちょうどよい料金だ。[中俣地区] 

・バス料金がすごく高い。高校生の朝夕については、半額や何％割引として、あとは市が負

担するようにしては。[大川谷地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・バス料金は安い。勝木まで用事で行くときにバスは 700円。別の日にタクシーを利用した

ら 3,600円かかった。運転免許を持たない人にとっては、バスはとても大切。どんな形で

もいいので続けて欲しい。[中俣地区] 
 



 54 

【高校生の送迎について】 
＜現状課題＞ 

・高校生の送迎は一人一台車を使うのでとても無駄。子どもを送って戻ってきてから会社に

出勤していることも無駄。CO2がたくさん排出され環境にも悪い。[黒川俣地区] 

・朝は勝木駅周辺で毎日渋滞がおきており、駅周辺住民の迷惑になっている。[黒川俣地区] 

＜意見・提案＞ 

・送迎車が電車時間ギリギリに飛ばしてくるので、交通安全が心配。公共交通だと安全なの

で高校生のバスをぜひ何とかしてほしい。[大川谷地区] 
 
 
 

【ＪＲとの乗り継ぎの悪さ】 

＜現状課題＞ 

・どこへ行くのも１～２時間バスを待つ。予約制だと乗りたいときに乗れるのでいい。現状

では、行って用事を済ませてから 2～3 時間待つことが当たり前。[中俣地区] 

＜意見・提案＞ 

・電車との乗り継ぎが悪い。駅を出てバスのお尻を見たことが何度かある。「特急いなほ」

が駅に着いてバスが出るまで 4分しかなく足の悪い人は間に合わない。[中俣地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・冬場や天候の悪いとき、体調の悪いときなどは、バスやＪＲを利用している。府屋まで電

車で帰ってきてもそこからバスがないので困る。 [中俣地区] 
 
 
 

【バスのサイズ、形態について】 

＜現状課題＞ 

・利用者がほとんど無いのに大きなバスが走っていることを日頃からとても無駄だと感じて

いる。[大川谷地区] 

・新潟市など利用者が多いところは新しい低床のバスが入っているが、勝木や下関など利用

者の少ない営業所には古くなったバスしかない。高齢者の方も乗り降りが大変。[大川谷地

区] 

＜意見・提案＞ 

・車を小さくして、きめ細かく運行できるようにすれば良い。[大川谷地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・小さいバスだと集落の中まで入ってもらえて便利だ。[中俣地区] 
 
 
 

【車両、施設のバリアフリー化】 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・電車だと高齢者は駅の上り下りが大変だと聞く。村上方面のバスをもっと利用しやすく工

夫してほしい。[黒川俣地区] 

・バス路線のない下海府地区の場合、80歳以上の方が医者や買い物に行くとき移動手段とし

てＪＲを使うが駅で危険を伴う。バスの方が、乗り降りが安全。[下海府地区] 
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【交通空白地域について】 

＜現状課題＞ 

・越沢では路線バスもＪＲもなく、通勤通学をマイカーに頼らざるを得ない。しかし、これ

から高齢化が進めば、マイカーの運転も心配される。5年後 10年後はどうなるのか心配で

ある。そして、これから一人になる高齢者も増えてくると思うが、これも心配である。 

[下海府地区(越沢)] 

 

③その他の意見 

＜現状課題＞ 

・地域のつながりや住民の足が一番大事だが、バスは通年観光につながる。バス試験運行を

継続・延伸し地域の活性化を図ってほしい。[下海府地区(桑川)] 

＜意見・提案＞ 

・よそで良い事例があったら、マネをしてすぐやればよい。道路が開通すれば、交通環境も

また変化する。将来の変化に対応するためにもすばやく計画を作るべき。[黒川俣地区] 

＜住民ニーズ・要望＞ 

・村上病院へ行くときにバスが利用しにくい。高齢者にとって簡単で分かりやすいしくみに

してほしい。[黒川俣地区] 

・地域間で不公平感のない形で公共交通が運行されること。[下海府地区] 

 

開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下海府地区（寒川生活改善センター）   中俣地区（小俣集落センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡地区（勝木・ゆり花会館）         発言の様子 


